
当研究室では、原子核の性質を利用した、電子系における物性研究のための新しい測定手法の開発に取り組んで
います。また、それを応用し、超伝導物質・ナノ構造体・磁性体・ソフトマターなどの様々な先端的物性を研究してい
ます。近年では大型放射光施設SPring-8 の高輝度放射光による核共鳴散乱過程を用いた物性研究に力を入れて
います。放射光核共鳴散乱法は新しい研究手法で、今後ますます発展することが期待されます。 
当研究室では原子核と物性の境界領域にて新たな分野を開拓していく意欲ある学生を募集しています。 

核共鳴散乱法は、原子核の準位を用いた共鳴散乱を利用して電子状態や 

格子振動の状態を測定する手法です。原子核を利用することで、電子系では 

不可能であったΔ E/E～10-12以上の分解能や特定元素の電子状態や格子 

振動などの研究が可能となります。さらに、高輝度・高指向性・エネルギー 

選択性を持つ放射光を使うことで、原子核の励起状態を制御した新しい 

研究展開の可能性が大きく開かれています。 

鉄系超伝導体や関連物質の磁性や電子状態・振動状態

について、原子核選択的に測定を行い、その超伝導機構

の解明に挑んでいます。 

neVの分解能を持つ核共鳴過程を用いた時間領域干渉計を

用いて、過冷却液体、液晶などの比較的遅い時間スケールの

ダイナミクスについて研究を行っています。 

我々が新しく開発した手法により、従来法では困難だった 

高エネルギー準位を使った放射光核共鳴散乱研究が 

可能となり、続々と新しい核種の測定が実現しています。 

核共鳴散乱 

SPring-8 SPring-8 

放射光核共鳴吸収分光法の光学系と 

今後期待される核種 

TDI測定方法 

時間領域干渉計法の装置図と特徴  

放射光核共鳴吸収分光法 鉄系超伝導体 

ソフトマター 
その他、原子核や物性の分野にとらわれない、 

広い領域にわたる研究が可能です。 

自由に新しい研究分野を開発したいという意思があれば、

それを存分に発揮できます。 
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原子炉見学会： 

京大原子炉実験所 6/26-28、7/3、7/4 

 

放射光実験見学会： 

SPring-8 6/22  

 

見学日の３日前の15:00までに名前と所属をご連絡ください 

連絡先：北尾 kitao@rri.kyoto-u.ac.jp 

 

詳しくは、当研究室ホームページをご確認ください 
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トランスデューサー 

測定試料 核アナライザー 

APD検出器 
トランスデューサー 

測定試料 核アナライザー 
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